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●
主
な
内
容
●

9月
定例会
９/13～10/３

平成４年の創刊から24年
議会ゆがわら100号を
発行することができました



石
井
　
温
議
員

　
本
町
の
基
幹
産

業
の
１
つ
で
あ
る

観
光
は
、
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に

は
欠
か
せ
な
い
も

の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
訪
れ
て
い

た
だ
い
た
観
光
客

の
皆
さ
ん
が
使
用

す
る
ト
イ
レ
に
つ

い
て
、
改
善
の
余

地
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

①
町
内
の
公
衆
ト

イ
レ
等
で
は
、
和

式
ト
イ
レ
が
多
数
を
占
め
て

い
る
現
状
で
す
。
使
用
者
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、

早
急
な
対
策
を
お
願
い
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

②
清
掃
を
行
っ
て
い
る
と
思

う
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

基
準
で
、
ど
の
く
ら
い
の
頻

度
で
行
っ
て
い
る
の
か
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

③
い
ろ
い
ろ
な
地
域
行
事
で

使
わ
れ
る
機
会
が
多
い
地
域

会
館
で
す
が
、
場
所
に
よ
っ

て
は
使
用
が
で
き
ず
に
、
１

年
以
上
放
置
さ
れ
て
い
る
場

所
も
あ
り
ま
す
。
故
障
し
て

い
る
ト
イ
レ
を
早
急
に
修
理

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、

全
体
的
な
管
理
・
点
検
に
つ

い
て
対
策
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。Ａ①現時

点
で
、
洋
式
ト
イ
レ

の
割
合
は
全
体
の
約
26
％
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
観
光
客
が

立
ち
寄
る
頻
度
の
高
い
公
衆

ト
イ
レ
や
周
辺
の
民
間
ト
イ

レ
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、

順
次
、
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改

修
な
ど
、
改
善
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

②
各
ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
毎
週
1
回
以
上
定
期
的

に
清
掃
を
行
い
、
利
用
頻
度

の
高
い
幕
山
公
園
他
５
公
園

に
つ
き
ま
し
て
は
、
週
２
回

若
し
く
は
週
３
回
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
清
掃
の
委
託
先
に

つ
き
ま
し
て
も
、
各
地
区
の

事
情
、
特
色
、
状
況
等
を
考

慮
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
民
間

清
掃
業
者
等
に
そ
れ
ぞ
れ
委

託
し
て
お
り
ま
す
。

③
ト
イ
レ
の
状
況
を
確
認
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今

回
、
宮
下
、
門
川
、
鍛
冶
屋

及
び
文
化
福
祉
会
館
の
一
部

で
使
用
で
き
な
い
ト
イ
レ
を

確
認
し
ま
し
た
の
で
、
直
ち

に
修
理
を
行
い
、
現
在
は
使

用
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
は
定
期
的
な

施
設
点
検
を
行
う
中
で
、
い

ま
ま
で
以
上
に
情
報
収
集
や

連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
状

況
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

　
９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ

た
平
成
27
年
度
の
各
会
計
決

算
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計

（
国
民
健
康
保
険
事
業
、
下

水
道
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
）
及
び
公

営
企
業
会
計
（
水
道
事
業
、

温
泉
事
業
）
の
決
算
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
各
会
計
の
決
算
内
容
の
審

査
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度

の
予
算
編
成
に
向
け
て
の
意

見
・
要
望
が
委
員
か
ら
出
さ

れ
、
す
べ
て
の
会
計
の
決
算

を
認
定
し
ま
し
た
。

（
委
員
長
）
村
瀬　
公
大

（
副
委
員
長
）
原
田　
　
洋

（
委　
　
員
）
善
本　
真
人

　
　
　
　
　
　
室
伏
寿
美
夫

　
　
　
　
　
　
山
本　
俊
明

　
　
　
　
　
　
石
井　
　
温

　
　
　
　
　
　
室
伏　
重
孝

決
算
審
査
特
別
委
員
会

（
９
月
26
日・29
日
開
催
）

　
平
成
28
年
第
４
回
湯
河
原
町
議
会
９
月
定
例
会
は
、９
月
13

日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
の
21
日
間（
本
会
議
開
催
４
日
間
）に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、平
成
27
年
度
決
算
の
認
定
、条
例
、補
正

予
算
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
議
案
22
件
を
審
議
し
ま
し

た
。決

算
の
認
定

決
算
の
認
定

９
月
定
例
会

　 会 　 計 　 名 　

一 　 　 般 　 　 会 　 　 計

国民健康保険事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

  保 険 事 業 勘 定

  介護サービス事業勘定

公共用地先行取得事業特別会計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

　 　 合 　 　 　 計 　 　

  歳入決算額

94億4,689万円

49億6,691万円

14億4,953万円

23億2,058万円

1,722万円

1,415万円

3億6,201万円

185億7,729万円

 歳出決算額       

89億4,744万円

45億1,744万円

14億3,616万円

22億7,463万円

1,422万円

1,415万円

3億5,561万円

175億5,965万円

差　引　額 

4億9,945万円

4億4,947万円

1,337万円

4,595万円

300万円

0

640万円

10億1,764万円

平成27年度決算の内容　

収益的収入 収益的支出

4億  318万円 3億7,420万円 2,898万円

当年度純利益

収益的収入・支出（税抜き）

資本的収入 資本的支出 差引額

1億4,189万円 3億3,175万円 △1億8,986万円

資本的収入・支出（税込み）

収益的収入 収益的支出

1億8,781万円 1億8,565万円 216万円

当年度純利益

収益的収入・支出（税抜き）

資本的収入 資本的支出 差引額

6,000万円 8,204万円 △2,204万円

資本的収入・支出（税込み）

水道事業会計 温泉事業会計

一般会計・特別会計

介護保険事
業特別会計
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※
一
般
質
問
と
は
…

　
議
員
が
本
会
議
で
、
議
長
の

許
可
を
得
て
、
町
政
全
般
（
一

般
事
務
、
事
業
の
執
行
状
況
、

将
来
に
対
す
る
方
向
性
な
ど
）

に
つ
い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機

関
の
考
え
・
方
針
を
議
員
個
人

と
し
て
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

　
質
問
内
容
は
、
あ
ら
か
じ
め

議
長
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

Ｑともに支えあい笑顔で暮らせる
　　　　　　　まちづくりについて

Ｑ町内の公衆トイレ、公園トイレ
　及び地域会館等のトイレについて

善
本
真
人
議
員

　
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合

事
業
は
、
市
町
村

が
中
心
と
な
っ
て
、

地
域
の
実
情
に
応

じ
て
、
住
民
等
の

多
彩
な
主
体
が
参

画
し
、
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
す

る
事
に
よ
り
、
地

域
の
支
え
合
い
の

体
制
づ
く
り
を
推

進
し
、
要
支
援
者

等
に
対
す
る
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
支
援
等
を

可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

　
要
支
援
者
の
状
態
を
踏
ま

え
る
と
、
支
援
す
る
側
と
さ

れ
る
側
と
い
う
画
一
的
な
関

係
で
は
な
く
、
地
域
と
つ
な

が
り
を
維
持
し
な
が
ら
、
有

す
る
能
力
に
応
じ
た
柔
軟
な

支
援
を
受
け
て
い
く
事
で
、

自
立
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
事
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
総
合
事
業
の

実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
は
、

地
域
に
お
い
て
N
P
O
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
縁
組
織
等

の
活
動
を
支
援
し
、
一
体
的

か
つ
総
合
的
に
企
画
し
、
実

施
す
る
事
が
望
ま
し
い
の
で

す
。

　

そ
こ
で
お
伺
い
し
ま
す
。

湯
河
原
町
に
お
い
て
、
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
取
組
み
の
現
状
と
今

後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。Ａ

　
総
合
事
業
は
、
「
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
と
「
一
般
介
護
予
防
事

業
」
の
2
つ
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
町
に
お
き
ま

し
て
は
、
介
護
予
防
訪
問
介

護
等
の
指
定
を
受
け
て
い

る
、
22
事
業
所
の
す
べ
て
が

総
合
事
業
に
移
行
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　
総
合
事
業
の
対
象
と
な
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
援

を
要
す
る
と
判
断
さ
れ
た
方

が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
対

象
と
な
る
方
や
そ
の
介
護
に

当
た
る
ご
家
族
に
、
不
安
や

混
乱
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
十
分
な
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
円
滑
な
移
行
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の
A
E
D

の
設
置
に
つ
い
て

石
井
　
温
議
員
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光
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す
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光
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る
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う
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す
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①
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公
衆
ト

イ
レ
等
で
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、
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式
ト
イ
レ
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多
数
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占
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る
現
状
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す
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使
用
者
の
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便
性
を
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め
る
た
め
に
も
、

早
急
な
対
策
を
お
願
い
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
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②
清
掃
を
行
っ
て
い
る
と
思

う
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

基
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、
ど
の
く
ら
い
の
頻
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行
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て
い
る
の
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を
お
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ろ
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、
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１
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放
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す
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故
障
し
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い
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ト
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急
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す
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こ
と
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要
で
す
が
、

全
体
的
な
管
理
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点
検
に
つ

い
て
対
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必
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す
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点
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光
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、
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に
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理
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行
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現
在
は
使

用
可
能
な
状
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と
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っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
は
定
期
的
な

施
設
点
検
を
行
う
中
で
、
い

ま
ま
で
以
上
に
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報
収
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を
密
に
し
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に
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す
。

　

一
般
質
問

ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家は有権者に寄附を贈らない！



Ｑ湯河原町の子育て
　支援の充実について

Ｑ中学校給食の実施について

佐
藤
　
恵
議
員

　
国
は
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
ま
で
の
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

総
合
的
相
談
支
援

を
提
供
す
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
拠
点

「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
整
備
を
図

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
湯
河
原
町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

①
本
町
の
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況

と
課
題
、
認
識
に
つ
い
て
。

②
本
町
に
お
け
る
赤
ち
ゃ
ん

を
迎
え
る
ま
で
の
妊
娠
期
か

ら
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
産
後
期
、

そ
し
て
育
児
期
と
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
に
つ
い
て
。

③
出
産
は
非
常
に
肉
体
的
に
、

精
神
的
に
も
負
担
が
か
か
り

ま
す
。
そ
こ
で
大
事
に
な
る

の
は
助
産
院
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
デ
イ
ケ
ア
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
町

で
は
お
母
さ
ん
を
フ
ォ
ロ
ー

石
井
　
温
議
員

　
本
町
の
基
幹
産

業
の
１
つ
で
あ
る

観
光
は
、
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に

は
欠
か
せ
な
い
も

の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
訪
れ
て
い

た
だ
い
た
観
光
客

の
皆
さ
ん
が
使
用

す
る
ト
イ
レ
に
つ

い
て
、
改
善
の
余

地
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

①
町
内
の
公
衆
ト

イ
レ
等
で
は
、
和

式
ト
イ
レ
が
多
数
を
占
め
て

い
る
現
状
で
す
。
使
用
者
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、

早
急
な
対
策
を
お
願
い
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

②
清
掃
を
行
っ
て
い
る
と
思

う
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

基
準
で
、
ど
の
く
ら
い
の
頻

度
で
行
っ
て
い
る
の
か
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

③
い
ろ
い
ろ
な
地
域
行
事
で

使
わ
れ
る
機
会
が
多
い
地
域

会
館
で
す
が
、
場
所
に
よ
っ

て
は
使
用
が
で
き
ず
に
、
１

年
以
上
放
置
さ
れ
て
い
る
場

所
も
あ
り
ま
す
。
故
障
し
て

い
る
ト
イ
レ
を
早
急
に
修
理

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、

全
体
的
な
管
理
・
点
検
に
つ

い
て
対
策
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。Ａ①現時

点
で
、
洋
式
ト
イ
レ

の
割
合
は
全
体
の
約
26
％
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
観
光
客
が

立
ち
寄
る
頻
度
の
高
い
公
衆

ト
イ
レ
や
周
辺
の
民
間
ト
イ

レ
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、

順
次
、
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改

修
な
ど
、
改
善
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

②
各
ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
毎
週
1
回
以
上
定
期
的

に
清
掃
を
行
い
、
利
用
頻
度

の
高
い
幕
山
公
園
他
５
公
園

に
つ
き
ま
し
て
は
、
週
２
回

若
し
く
は
週
３
回
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
清
掃
の
委
託
先
に

つ
き
ま
し
て
も
、
各
地
区
の

事
情
、
特
色
、
状
況
等
を
考

慮
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
民
間

清
掃
業
者
等
に
そ
れ
ぞ
れ
委

託
し
て
お
り
ま
す
。

③
ト
イ
レ
の
状
況
を
確
認
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今

回
、
宮
下
、
門
川
、
鍛
冶
屋

及
び
文
化
福
祉
会
館
の
一
部

で
使
用
で
き
な
い
ト
イ
レ
を

確
認
し
ま
し
た
の
で
、
直
ち

に
修
理
を
行
い
、
現
在
は
使

用
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
は
定
期
的
な

施
設
点
検
を
行
う
中
で
、
い

ま
ま
で
以
上
に
情
報
収
集
や

連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
状

況
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

並
木
ま
り
子
議
員

　

学
校
給
食
は
、

す
べ
て
の
児
童
及

び
生
徒
の
心
身
の

健
康
を
発
達
さ
せ

る
方
針
の
下
で
、

将
来
の
国
民
の
食

生
活
の
改
善
に
大

き
く
寄
与
す
る
た

め
に
そ
の
拡
充
を

図
る
と
い
う
意
義

を
持
っ
て
い
ま
す
。

特
に
中
学
生
は
人

生
で
最
大
の
発
育

期
で
あ
り
文
科
省

も
小
学
校
よ
り
一

層
地
域
の
食
生
活
の
啓
蒙
に

役
立
つ
と
重
要
視
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
見
地
に
立
っ

た
上
で
中
学
校
給
食
の
実
施

に
向
け
て
検
討
さ
れ
て
い
た

は
ず
で
す
が
そ
の
よ
う
な
結

果
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
次
の
３
点
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。

①
今
年
１
月
に
開
か
れ
た
町

総
合
教
育
会
議
の
ま
と
め
に

つ
い
て
の
町
長
の
見
解
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
時
に

ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
ま
し

た
か
。

③
ま
と
め
の
最
後
に
少
子
化

に
伴
っ
て
「
小
中
学
校
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
際
に
中
学

校
給
食
導
入
も
合
わ
せ
て
考

え
て
い
く
」
な
ど
と
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

Ａ①「湯
河
原
中
学
校
給
食
検

討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
結
果
は
５
割
弱
の

児
童
・
生
徒
と
９
割
弱
の
保

護
者
が
給
食
の
実
施
を
希
望

し
、
そ
の
半
数
が
自
校
調
理

方
式
を
望
ん
で
い
る
と
い
う

内
容
で
し
た
。

し
か
し
、
少
子

化
や
中
学
校
移

転
問
題
、
経
費

問
題
が
あ
り
困

難
と
い
う
こ
と

で
デ
リ
バ
リ
ー

方
式
に
特
化
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し

た
が
、
賛
同
者
が
少
な
く
今

す
ぐ
の
給
食
導
入
は
困
難
で

あ
る
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

②
給
食
の
実
施
は
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え

て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た

と
説
明
し
行
い
ま
し
た
。

③
今
後
の
小
中
学
校
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
時
期
が
近
い

将
来
な
の
か
中
長
期
的
な
話

な
の
か
で
あ
る
が
、
そ
の
事

を
一
つ
の
機
会
と
し
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
基
本
的
に

は
自
校
方
式
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
と

湯
河
原
町
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て

　

す
る
こ
と
に
関
し
て
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

④
病
児
保
育
に
つ
い
て
、
働

い
て
い
る
お
母
さ
ん
に
と
っ

て
は
非
常
に
要
望
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
が
町
の
お
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ①本町
で
は
平
成
27
年
度
に

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
号
館

内
に
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
当

事
者
目
線
で
の
子
育
て
相

談
、
育
児
を
支
援
す
る
為
の

施
設
や
事
業
の
利
用
に
つ
な

げ
る
子
育
て
の
応
援
を
必
要

に
応
じ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
専

門
性
の
高
い
子
育
て
支
援
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
連
携
を

密
に
し
、
協
力
体
制
の
仕
組

み
を
強
く
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

②
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

機
能
を
強
め
な
が
ら
必
要
な

支
援
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と

で
、
子
育
て
に
関
し
一
貫
し

た
支
援
と
な
る
よ
う
様
々
な

機
関
を
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し

て
捉
え
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り

ま
す
。

③
町
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

④
県
の
要
領
で
施
設
面
や
職

員
の
配
置
に
つ
い
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
町
立
保
育
園
で

実
施
し
て
い
く
こ
と
は
非
常

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
病
院
と
連
携

し
、
院
内
保
育
所
に
地
域
の

お
子
さ
ん
も
病
気
の
と
き
に

預
か
っ
て
い
た
だ
け
る
仕
組

み
作
り
を
機
会
を
捉
え
て
要

望
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
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佐
藤
　
恵
議
員

　
国
は
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
ま
で
の
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

総
合
的
相
談
支
援

を
提
供
す
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
拠
点

「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
整
備
を
図

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
湯
河
原
町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

①
本
町
の
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況

と
課
題
、
認
識
に
つ
い
て
。

②
本
町
に
お
け
る
赤
ち
ゃ
ん

を
迎
え
る
ま
で
の
妊
娠
期
か

ら
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
産
後
期
、

そ
し
て
育
児
期
と
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
に
つ
い
て
。

③
出
産
は
非
常
に
肉
体
的
に
、

精
神
的
に
も
負
担
が
か
か
り

ま
す
。
そ
こ
で
大
事
に
な
る

の
は
助
産
院
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
デ
イ
ケ
ア
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
町

で
は
お
母
さ
ん
を
フ
ォ
ロ
ー

石
井
　
温
議
員

　
本
町
の
基
幹
産

業
の
１
つ
で
あ
る

観
光
は
、
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に

は
欠
か
せ
な
い
も

の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
訪
れ
て
い

た
だ
い
た
観
光
客

の
皆
さ
ん
が
使
用

す
る
ト
イ
レ
に
つ

い
て
、
改
善
の
余

地
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

①
町
内
の
公
衆
ト

イ
レ
等
で
は
、
和

式
ト
イ
レ
が
多
数
を
占
め
て

い
る
現
状
で
す
。
使
用
者
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、

早
急
な
対
策
を
お
願
い
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

②
清
掃
を
行
っ
て
い
る
と
思

う
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

基
準
で
、
ど
の
く
ら
い
の
頻

度
で
行
っ
て
い
る
の
か
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

③
い
ろ
い
ろ
な
地
域
行
事
で

使
わ
れ
る
機
会
が
多
い
地
域

会
館
で
す
が
、
場
所
に
よ
っ

て
は
使
用
が
で
き
ず
に
、
１

年
以
上
放
置
さ
れ
て
い
る
場

所
も
あ
り
ま
す
。
故
障
し
て

い
る
ト
イ
レ
を
早
急
に
修
理

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、

全
体
的
な
管
理
・
点
検
に
つ

い
て
対
策
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。Ａ①現時

点
で
、
洋
式
ト
イ
レ

の
割
合
は
全
体
の
約
26
％
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
観
光
客
が

立
ち
寄
る
頻
度
の
高
い
公
衆

ト
イ
レ
や
周
辺
の
民
間
ト
イ

レ
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、

順
次
、
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改

修
な
ど
、
改
善
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

②
各
ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
毎
週
1
回
以
上
定
期
的

に
清
掃
を
行
い
、
利
用
頻
度

の
高
い
幕
山
公
園
他
５
公
園

に
つ
き
ま
し
て
は
、
週
２
回

若
し
く
は
週
３
回
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
清
掃
の
委
託
先
に

つ
き
ま
し
て
も
、
各
地
区
の

事
情
、
特
色
、
状
況
等
を
考

慮
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
民
間

清
掃
業
者
等
に
そ
れ
ぞ
れ
委

託
し
て
お
り
ま
す
。

③
ト
イ
レ
の
状
況
を
確
認
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今

回
、
宮
下
、
門
川
、
鍛
冶
屋

及
び
文
化
福
祉
会
館
の
一
部

で
使
用
で
き
な
い
ト
イ
レ
を

確
認
し
ま
し
た
の
で
、
直
ち

に
修
理
を
行
い
、
現
在
は
使

用
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
は
定
期
的
な

施
設
点
検
を
行
う
中
で
、
い

ま
ま
で
以
上
に
情
報
収
集
や

連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
状

況
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

②
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
時
に

ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
ま
し

た
か
。

③
ま
と
め
の
最
後
に
少
子
化

に
伴
っ
て
「
小
中
学
校
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
際
に
中
学

校
給
食
導
入
も
合
わ
せ
て
考

え
て
い
く
」
な
ど
と
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

Ａ①「湯
河
原
中
学
校
給
食
検

討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
結
果
は
５
割
弱
の

児
童
・
生
徒
と
９
割
弱
の
保

護
者
が
給
食
の
実
施
を
希
望

し
、
そ
の
半
数
が
自
校
調
理

方
式
を
望
ん
で
い
る
と
い
う

内
容
で
し
た
。

し
か
し
、
少
子

化
や
中
学
校
移

転
問
題
、
経
費

問
題
が
あ
り
困

難
と
い
う
こ
と

で
デ
リ
バ
リ
ー

方
式
に
特
化
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し

す
る
こ
と
に
関
し
て
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

④
病
児
保
育
に
つ
い
て
、
働

い
て
い
る
お
母
さ
ん
に
と
っ

て
は
非
常
に
要
望
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
が
町
の
お
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ①本町
で
は
平
成
27
年
度
に

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
号
館

内
に
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
当

事
者
目
線
で
の
子
育
て
相

談
、
育
児
を
支
援
す
る
為
の

施
設
や
事
業
の
利
用
に
つ
な

げ
る
子
育
て
の
応
援
を
必
要

に
応
じ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
専

門
性
の
高
い
子
育
て
支
援
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
連
携
を

密
に
し
、
協
力
体
制
の
仕
組

み
を
強
く
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

②
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

機
能
を
強
め
な
が
ら
必
要
な

支
援
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と

で
、
子
育
て
に
関
し
一
貫
し

た
支
援
と
な
る
よ
う
様
々
な

機
関
を
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し

て
捉
え
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り

ま
す
。

③
町
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

④
県
の
要
領
で
施
設
面
や
職

員
の
配
置
に
つ
い
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
町
立
保
育
園
で

実
施
し
て
い
く
こ
と
は
非
常

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
病
院
と
連
携

し
、
院
内
保
育
所
に
地
域
の

お
子
さ
ん
も
病
気
の
と
き
に

預
か
っ
て
い
た
だ
け
る
仕
組

み
作
り
を
機
会
を
捉
え
て
要

望
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
導
入
に
つ
い
て

●
湯
河
原
町
長
期
継
続
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る

契
約
を
定
め
る
条
例
（
制

定
）
　

地
方
自
治
法
施
行
令
第

1
6
7
条
の
17
の
規
定
に
よ

り
、
商
習
慣
上
、
複
数
年
度

の
契
約
を
一
般
的
と
す
る
物

品
の
借
入
れ
又
は
役
務
の
提

供
に
つ
い
て
、
事
務
の
合
理

化
、
効
率
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
※
債
務
負
担
行
為

に
よ
る
こ
と
な
く
、
長
期
継

続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

※
債
務
負
担
行
為
と
は
、
将
来

に
わ
た
る
複
数
年
度
に
支
出
を

予
定
す
る
も
の
で
、
そ
の
債
務

を
負
担
す
る
行
為
。

　
●
湯
河
原
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
推
進
基
金
条
例

（
制
定
）

　
町
の
所
有
す
る
公
共
施
設
、

公
用
施
設
、
そ
の
他
の
建
築

物
及
び
工
作
物
で
あ
る
公
共

施
設
等
に
つ
い
て
、
更
新
、

統
廃
合
及
び
長
寿
命
化
な
ど

総
合
的
な
管
理
計
画
の
推
進

に
基
金
を
活
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

●
若
草
山
ト
ン
ネ
ル
改
修
工

事
　
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た

ト
ン
ネ
ル
点
検
調
査
結
果
に

基
づ
き
、
要
対
策
箇
所
の
修

復
及
び
改
修
を
行
い
安
全
確

保
を
図
る
た
め
、
若
草
山
ト

ン
ネ
ル
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

株
式
会
社
蒲
谷
工
務
店
と
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も

の
で
す
。（
事
業
費　

７
，０

１
７
万
８
，４
０
０
円
）

●
旧
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

事
業
ナ
イ
タ
ー
照
明
撤
去
等

工
事
　
湯
河
原
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
係
る
土
地
売
買
契
約
に
基

づ
き
、
旧
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
事
業
ナ
イ
タ
ー
照
明
撤

去
等
工
事
に
つ
い
て
、
株
式

会
社
勝
俣
工
務
店
と
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で

す
。
（
事
業
費　

５
，９
４

０
万
円
）

　
●
塵
芥
収
集
車

　
塵
芥
収
集
車
の
更
新
に
つ

い
て
、
神
奈
川
三
菱
ふ
そ
う

自
動
車
販
売
株
式
会
社
湘
南

支
店
か
ら
購
入
す
る
こ
と
を

議
決
し
ま
し
た
。
（
購
入
金

額
７
８
８
万
４
，０
０
０

円
）

条
例
の
制
定

条
例
の
制
定

動
産
の
取
得

動
産
の
取
得

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
締
結

※停止：「出席停止１日」の懲罰を科されたため、採決に加わることができません。
※辞職：小澤眞司議員は平成27年９月30日に議員辞職したため、以後採決に加わることができません。 

ルールを守って明るい政治 3ない運動 有権者は政治家に寄附を求めない！



（
８
月
23
日
開
催
）

○
案
件

●
美
術
館
整
備
計
画
に
つ
い

て
　
７
月
19
日
に
開
催
し
た
本

常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結

果
を
踏
ま
え
、
美
術
館
屋
上

の
防
水
工
事
を
施
工
し
、
現

在
未
利
用
の
部
屋
を
作
品
収

蔵
庫
と
し
て
改
装
す
る
こ
と
。

併
せ
て
平
松
礼
二
画
伯
の
公

開
ア
ト
リ
エ
を
新
規
に
設
け

る
こ
と
に
つ
い
て
工
事
内
容

の
説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま

し
た
。

（
９
月
20
日
開
催
）

○
案
件

●
湯
河
原
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
プ
ラ

ン
の
検
証
（
案
）
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

湯
河
原
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
プ
ラ
ン

の
各
事
業
に
お
い
て
、
事
業

の
進
捗
の
分
析
と
今
後
の
展

望
を
検
証
し
た
結
果
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま

し
た
。

●
保
育
園
の
あ
り
方
に
つ
い

て
　
将
来
的
に
も
継
続
的
な
乳

児
保
育
の
需
要
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
検
討

課
題
と
し
て
、
①
八
雲
・
ま

さ
ご
保
育
園
の
統
合
に
つ
い

て
、
②
保
育
希
望
年
齢
の
低

年
齢
化
や
一
時
保
育
の
充
実
、

延
長
保
育
・
休
日
保
育
等
の

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

い
て
、
③
民
間
事
業
者
の
効

果
的
な
活
用
に
つ
い
て
の
３

点
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

●
湯
河
原
町
交
通
不
便
地
域

解
消
の
検
討
（
案
）
に
つ
い

て
　
平
成
27
年
11
月
に
実
施
し

た
公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
本
町
の
交
通
不
便
地
域

の
解
消
や
公
共
交
通
の
利
便

性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
再
編
に
つ
い
て
地
域
で

合
意
形
成
し
、
地
域
公
共
交

通
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

湯
河
原
町
公
共
交
通
会
議
を

設
置
す
る
こ
と
の
説
明
を
受

け
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

○
主
な
報
告
事
項

●
湯
河
原
町
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
町
で
は
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
る
た
め
、
レ
セ
プ
ト
の

デ
ー
タ
分
析
及
び
そ
の
活
用

に
よ
る
健
康
保
持
増
進
を
目

的
と
し
た
事
業
計
画
の
作

成
・
公
表
・
事
業
実
施
・
評

価
等
の
取
組
を
行
う
予
定
で

あ
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

●
指
定
管
理
者
評
価
結
果
報

告
に
つ
い
て

●
平
成
28
年
夏
季
期
間
中

（
７
月
１
日
〜
８
月
31
日
）

の
災
害
概
況
等
に
つ
い
て

（
９
月
16
日
開
催
）

○
案
件

●
広
域
農
道
小
田
原
湯
河
原

線
に
つ
い
て

　
神
奈
川
県
が
進
め
て
い
る

広
域
農
道
小
田
原
湯
河
原
線

の
整
備
に
伴
う
黄
金
松
農
道

と
の
擦
り
付
け
の
問
題
点
、

黄
金
松
農
道
及
び
町
道
小
道

地
蔵
線
の
降
雨
時
に
お
け
る

出
水
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

●
商
店
街
灯
の
L
E
D
化
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

　
各
商
店
街
が
管
理
し
て
い

る
幹
線
道
路
沿
い
の
商
店
街

灯
に
つ
い
て
、
団
体
の
存
続

自
体
が
厳
し
く
、
維
持
管
理

を
十
分
に
行
え
な
い
状
況
で

あ
る
た
め
、
L
E
D
化
し
電

気
料
金
を
軽
減
し
た
う
え
で
、

順
次
町
へ
移
管
し
、
安
定
的

な
維
持
管
理
を
行
い
観
光
地

と
し
て
の
街
な
み
を
確
保
す

る
予
定
で
あ
る
と
の
説
明
を

受
け
、
審
議
し
ま
し
た
。

○
主
な
報
告
事
項

●
駅
前
広
場
整
備
事
業
に
つ

い
て

　
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
側
の
工

事
が
９
月
末
で
終
了
し
、
10

月
か
ら
は
タ
ク
シ
ー
ロ
ー
タ

リ
ー
側
及
び
中
央
通
路
部
分

の
工
事
へ
と
工
事
個
所
が
切

替
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
町
民
へ
の
周
知
方
法
に

関
す
る
意
見
等
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

●
平
成
28
年
全
国
梅
サ
ミ
ッ

ト
に
つ
い
て

　
梅
を
活
か
し
た
観
光
文
化

の
振
興
と
梅
関
連
産
業
の
発

展
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
全
国
梅
サ
ミ
ッ
ト
が

平
成
29
年
２
月
17
日
、
18
日

の
２
日
間
、
湯
河
原
町
を
会

場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
夏
季
行
事
に

つ
い
て

（
９
月
29
日
開
催
）

　
熱
海
市
と
箱
根
町
と
湯
河

原
町
で
推
進
し
て
い
る
広
域

行
政
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
推

進
事
業
の
経
過
と
平
成
28
年

度
の
事
業
計
画
の
報
告
を
受

け
、
審
議
し
ま
し
た
。

（
９
月
23
日
開
催
）

　
平
成
27
年
度
末
現
在
本
町

が
所
有
す
る
52
施
設
90
棟
の

建
物
を
対
象
に
実
施
し
た
現

況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、

①
建
築
後
30
年
以
上
経
過
し

た
建
物
が
52
棟
あ
り
、
建
物

の
老
朽
化
が
進
み
、
更
新
・

統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
の

必
要
が
あ
る
建
物
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
②

構
造
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
が
49
棟
と
最
も
多
く
、

鉄
骨
造
が
12
棟
、
残
り
が
木

造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
③

既
に
37
棟
が
耐
用
年
数
を
経

過
し
て
い
る
こ
と
。
④
昭
和

56
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に

伴
う
旧
耐
震
基
準
の
建
物
が

68
棟
あ
り
、
こ
の
う
ち
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
し
た
も
の

は
12
棟
で
あ
る
こ
と
。
⑤
公

共
施
設
等
の
管
理
運
営
に
要

す
る
費
用
は
、
平
成
27
年
度

決
算
ベ
ー
ス
で
約
８
億
1
，

7
0
0
万
円
と
な
る
一
方
、

使
用
料
な
ど
の
収
入
は
約

7
，0
0
0
万
円
と
な
り
費

用
の
約
8
・
6
％
と
な
っ
て

い
る
こ
と
。
⑥
施
設
分
類
ご

と
の
利
用
者
実
績
、
以
上
の

説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
後
は
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
等
を
更
新
す
る

経
費
の
見
込
を
算
出
し
、
全

庁
的
な
取
組
体
制
を
確
立
し

た
上
で
、
計
画
の
期
間
や
施

設
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
を
検
討
し
て
い

く
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

審議した議案と各議員の賛否 
(平成28年9月定例会)

○は賛成、×は反対を表しています。

◆
湯
河
原
町
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　
小
野  
は   
や  

と

翻
陽
人
さ
ん
が
平
成

28
年
９
月
30
日
で
辞
職
す
る

た
め
、
新
た
に
く
ま
が
い
て
る
よ
し

熊
谷
輝
美
さ

ん
を
監
査
委
員
に
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
32
年
９
月
30
日
ま

で
で
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

 

板
倉
由
美
子
さ
ん
の
任
期

が
平
成
28
年
12
月
31
日
で
満

了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
柏

木
由
紀
子
さ
ん
を
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
と
し
て
法
務
大

臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
31

年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

人
事
案
件

人
事
案
件

議
案
番
号

議　員　名
議 　案　 名

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

審
議
結
果

松
野　

満

原
田　

洋

室
伏
重
孝

露
木
寿
雄

石
井　

温

村
瀬
公
大

山
本
俊
明

室
伏
寿
美
夫

佐
藤　

恵

善
本
真
人

石
倉
幸
久

松
井
一
寿

並
木
ま
り
子

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

同意

同意

可決

採
決
日

9/14

9/13

9/13

9/14

9/14

9/14

9/14

9/14

10/3

10/3

10/3

10/3

10/3

10/3

10/3

10/3

10/3

10/3

10/3

9/14

10/3

10/3

湯河原町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の制定について

湯河原町公共施設等総合管理計画推進基金条例の制定について

平成28年度湯河原町一般会計補正予算（第３号）

平成28年度湯河原町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成28年度湯河原町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成28年度湯河原町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成28年度湯河原町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成28年度湯河原町水道事業会計補正予算（第１号）

決算の認定について（平成27年度湯河原町一般会計）

決算の認定について（平成27年度湯河原町国民健康保険事業特別会計）

決算の認定について（平成27年度湯河原町下水道事業特別会計）

決算の認定について（平成27年度湯河原町介護保険事業特別会計）

決算の認定について（平成27年度湯河原町公共用地先行取得事業特別会計）

決算の認定について（平成27年度湯河原町後期高齢者医療特別会計）

利益の処分及び決算の認定について（平成27年度湯河原町水道事業会計）

利益の処分及び決算の認定について（平成27年度湯河原町温泉事業会計）

町道路線の廃止について（福浦31号線）

工事請負契約の締結について（若草山トンネル改修工事）

動産の取得について（塵芥収集車の購入）

湯河原町監査委員の選任について

人権擁護委員候補者の推薦について

工事請負契約の締結について（旧町民グラウンド整備事業ナイター照明撤去等工事）
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（
８
月
23
日
開
催
）

○
案
件

●
美
術
館
整
備
計
画
に
つ
い

て
　
７
月
19
日
に
開
催
し
た
本

常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結

果
を
踏
ま
え
、
美
術
館
屋
上

の
防
水
工
事
を
施
工
し
、
現

在
未
利
用
の
部
屋
を
作
品
収

蔵
庫
と
し
て
改
装
す
る
こ
と
。

併
せ
て
平
松
礼
二
画
伯
の
公

開
ア
ト
リ
エ
を
新
規
に
設
け

る
こ
と
に
つ
い
て
工
事
内
容

の
説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま

し
た
。

（
９
月
20
日
開
催
）

○
案
件

●
湯
河
原
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
プ
ラ

ン
の
検
証
（
案
）
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

湯
河
原
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
プ
ラ
ン

の
各
事
業
に
お
い
て
、
事
業

の
進
捗
の
分
析
と
今
後
の
展

望
を
検
証
し
た
結
果
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま

し
た
。

●
保
育
園
の
あ
り
方
に
つ
い

て
　
将
来
的
に
も
継
続
的
な
乳

児
保
育
の
需
要
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
検
討

課
題
と
し
て
、
①
八
雲
・
ま

さ
ご
保
育
園
の
統
合
に
つ
い

て
、
②
保
育
希
望
年
齢
の
低

年
齢
化
や
一
時
保
育
の
充
実
、

延
長
保
育
・
休
日
保
育
等
の

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

い
て
、
③
民
間
事
業
者
の
効

果
的
な
活
用
に
つ
い
て
の
３

点
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

●
湯
河
原
町
交
通
不
便
地
域

解
消
の
検
討
（
案
）
に
つ
い

て
　
平
成
27
年
11
月
に
実
施
し

た
公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
本
町
の
交
通
不
便
地
域

の
解
消
や
公
共
交
通
の
利
便

性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
再
編
に
つ
い
て
地
域
で

合
意
形
成
し
、
地
域
公
共
交

通
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

湯
河
原
町
公
共
交
通
会
議
を

設
置
す
る
こ
と
の
説
明
を
受

け
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

○
主
な
報
告
事
項

●
湯
河
原
町
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
町
で
は
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
る
た
め
、
レ
セ
プ
ト
の

デ
ー
タ
分
析
及
び
そ
の
活
用

に
よ
る
健
康
保
持
増
進
を
目

的
と
し
た
事
業
計
画
の
作

成
・
公
表
・
事
業
実
施
・
評

価
等
の
取
組
を
行
う
予
定
で

あ
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

●
指
定
管
理
者
評
価
結
果
報

告
に
つ
い
て

●
平
成
28
年
夏
季
期
間
中

（
７
月
１
日
〜
８
月
31
日
）

の
災
害
概
況
等
に
つ
い
て

（
９
月
16
日
開
催
）

○
案
件

●
広
域
農
道
小
田
原
湯
河
原

線
に
つ
い
て

　
神
奈
川
県
が
進
め
て
い
る

広
域
農
道
小
田
原
湯
河
原
線

の
整
備
に
伴
う
黄
金
松
農
道

と
の
擦
り
付
け
の
問
題
点
、

黄
金
松
農
道
及
び
町
道
小
道

地
蔵
線
の
降
雨
時
に
お
け
る

出
水
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

●
商
店
街
灯
の
L
E
D
化
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

　
各
商
店
街
が
管
理
し
て
い

る
幹
線
道
路
沿
い
の
商
店
街

灯
に
つ
い
て
、
団
体
の
存
続

自
体
が
厳
し
く
、
維
持
管
理

を
十
分
に
行
え
な
い
状
況
で

あ
る
た
め
、
L
E
D
化
し
電

気
料
金
を
軽
減
し
た
う
え
で
、

順
次
町
へ
移
管
し
、
安
定
的

な
維
持
管
理
を
行
い
観
光
地

と
し
て
の
街
な
み
を
確
保
す

る
予
定
で
あ
る
と
の
説
明
を

受
け
、
審
議
し
ま
し
た
。

○
主
な
報
告
事
項

●
駅
前
広
場
整
備
事
業
に
つ

い
て

　
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
側
の
工

事
が
９
月
末
で
終
了
し
、
10

月
か
ら
は
タ
ク
シ
ー
ロ
ー
タ

リ
ー
側
及
び
中
央
通
路
部
分

の
工
事
へ
と
工
事
個
所
が
切

替
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
町
民
へ
の
周
知
方
法
に

関
す
る
意
見
等
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

●
平
成
28
年
全
国
梅
サ
ミ
ッ

ト
に
つ
い
て

　
梅
を
活
か
し
た
観
光
文
化

の
振
興
と
梅
関
連
産
業
の
発

展
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
全
国
梅
サ
ミ
ッ
ト
が

平
成
29
年
２
月
17
日
、
18
日

の
２
日
間
、
湯
河
原
町
を
会

場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
夏
季
行
事
に

つ
い
て

（
９
月
29
日
開
催
）

　
熱
海
市
と
箱
根
町
と
湯
河

原
町
で
推
進
し
て
い
る
広
域

行
政
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
推

進
事
業
の
経
過
と
平
成
28
年

度
の
事
業
計
画
の
報
告
を
受

け
、
審
議
し
ま
し
た
。

（
９
月
23
日
開
催
）

　
平
成
27
年
度
末
現
在
本
町

が
所
有
す
る
52
施
設
90
棟
の

建
物
を
対
象
に
実
施
し
た
現

況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、

①
建
築
後
30
年
以
上
経
過
し

た
建
物
が
52
棟
あ
り
、
建
物

の
老
朽
化
が
進
み
、
更
新
・

統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
の

必
要
が
あ
る
建
物
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
②

構
造
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
が
49
棟
と
最
も
多
く
、

鉄
骨
造
が
12
棟
、
残
り
が
木

造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
③

既
に
37
棟
が
耐
用
年
数
を
経

過
し
て
い
る
こ
と
。
④
昭
和

56
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に

伴
う
旧
耐
震
基
準
の
建
物
が

68
棟
あ
り
、
こ
の
う
ち
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
し
た
も
の

は
12
棟
で
あ
る
こ
と
。
⑤
公

共
施
設
等
の
管
理
運
営
に
要

す
る
費
用
は
、
平
成
27
年
度

決
算
ベ
ー
ス
で
約
８
億
1
，

7
0
0
万
円
と
な
る
一
方
、

使
用
料
な
ど
の
収
入
は
約

7
，0
0
0
万
円
と
な
り
費

用
の
約
8
・
6
％
と
な
っ
て

い
る
こ
と
。
⑥
施
設
分
類
ご

と
の
利
用
者
実
績
、
以
上
の

説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
後
は
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
等
を
更
新
す
る

経
費
の
見
込
を
算
出
し
、
全

庁
的
な
取
組
体
制
を
確
立
し

た
上
で
、
計
画
の
期
間
や
施

設
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
を
検
討
し
て
い

く
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
会
だ
よ
り

総
務
文
教
・
福
祉

　
　
常
任
委
員
会

環
境・観
光
産
業　

　
　
常
任
委
員
会

ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家から有権者への寄附は受け取らない！



（
８
月
23
日
開
催
）

○
案
件

●
美
術
館
整
備
計
画
に
つ
い

て
　
７
月
19
日
に
開
催
し
た
本

常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結

果
を
踏
ま
え
、
美
術
館
屋
上

の
防
水
工
事
を
施
工
し
、
現

在
未
利
用
の
部
屋
を
作
品
収

蔵
庫
と
し
て
改
装
す
る
こ
と
。

併
せ
て
平
松
礼
二
画
伯
の
公

開
ア
ト
リ
エ
を
新
規
に
設
け

る
こ
と
に
つ
い
て
工
事
内
容

の
説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま

し
た
。

（
９
月
20
日
開
催
）

○
案
件

●
湯
河
原
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
プ
ラ

ン
の
検
証
（
案
）
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

湯
河
原
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
プ
ラ
ン

の
各
事
業
に
お
い
て
、
事
業

の
進
捗
の
分
析
と
今
後
の
展

望
を
検
証
し
た
結
果
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま

し
た
。

●
保
育
園
の
あ
り
方
に
つ
い

て
　
将
来
的
に
も
継
続
的
な
乳

児
保
育
の
需
要
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
検
討

課
題
と
し
て
、
①
八
雲
・
ま

さ
ご
保
育
園
の
統
合
に
つ
い

て
、
②
保
育
希
望
年
齢
の
低

年
齢
化
や
一
時
保
育
の
充
実
、

延
長
保
育
・
休
日
保
育
等
の

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

い
て
、
③
民
間
事
業
者
の
効

果
的
な
活
用
に
つ
い
て
の
３

点
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

●
湯
河
原
町
交
通
不
便
地
域

解
消
の
検
討
（
案
）
に
つ
い

て
　
平
成
27
年
11
月
に
実
施
し

た
公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
本
町
の
交
通
不
便
地
域

の
解
消
や
公
共
交
通
の
利
便

性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
再
編
に
つ
い
て
地
域
で

合
意
形
成
し
、
地
域
公
共
交

通
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

湯
河
原
町
公
共
交
通
会
議
を

設
置
す
る
こ
と
の
説
明
を
受

け
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

○
主
な
報
告
事
項

●
湯
河
原
町
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
町
で
は
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
る
た
め
、
レ
セ
プ
ト
の

デ
ー
タ
分
析
及
び
そ
の
活
用

に
よ
る
健
康
保
持
増
進
を
目

的
と
し
た
事
業
計
画
の
作

成
・
公
表
・
事
業
実
施
・
評

価
等
の
取
組
を
行
う
予
定
で

あ
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

●
指
定
管
理
者
評
価
結
果
報

告
に
つ
い
て

●
平
成
28
年
夏
季
期
間
中

（
７
月
１
日
〜
８
月
31
日
）

の
災
害
概
況
等
に
つ
い
て

（
９
月
16
日
開
催
）

○
案
件

●
広
域
農
道
小
田
原
湯
河
原

線
に
つ
い
て

　
神
奈
川
県
が
進
め
て
い
る

広
域
農
道
小
田
原
湯
河
原
線

の
整
備
に
伴
う
黄
金
松
農
道

と
の
擦
り
付
け
の
問
題
点
、

黄
金
松
農
道
及
び
町
道
小
道

地
蔵
線
の
降
雨
時
に
お
け
る

出
水
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

●
商
店
街
灯
の
L
E
D
化
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

　
各
商
店
街
が
管
理
し
て
い

る
幹
線
道
路
沿
い
の
商
店
街

灯
に
つ
い
て
、
団
体
の
存
続

自
体
が
厳
し
く
、
維
持
管
理

を
十
分
に
行
え
な
い
状
況
で

あ
る
た
め
、
L
E
D
化
し
電

気
料
金
を
軽
減
し
た
う
え
で
、

順
次
町
へ
移
管
し
、
安
定
的

な
維
持
管
理
を
行
い
観
光
地

と
し
て
の
街
な
み
を
確
保
す

る
予
定
で
あ
る
と
の
説
明
を

受
け
、
審
議
し
ま
し
た
。

○
主
な
報
告
事
項

●
駅
前
広
場
整
備
事
業
に
つ

い
て

　
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
側
の
工

事
が
９
月
末
で
終
了
し
、
10

月
か
ら
は
タ
ク
シ
ー
ロ
ー
タ

リ
ー
側
及
び
中
央
通
路
部
分

の
工
事
へ
と
工
事
個
所
が
切

替
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
町
民
へ
の
周
知
方
法
に

関
す
る
意
見
等
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

●
平
成
28
年
全
国
梅
サ
ミ
ッ

ト
に
つ
い
て

　
梅
を
活
か
し
た
観
光
文
化

の
振
興
と
梅
関
連
産
業
の
発

展
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
全
国
梅
サ
ミ
ッ
ト
が

平
成
29
年
２
月
17
日
、
18
日

の
２
日
間
、
湯
河
原
町
を
会

場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
夏
季
行
事
に

つ
い
て

（
９
月
29
日
開
催
）

　
熱
海
市
と
箱
根
町
と
湯
河

原
町
で
推
進
し
て
い
る
広
域

行
政
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
推

進
事
業
の
経
過
と
平
成
28
年

度
の
事
業
計
画
の
報
告
を
受

け
、
審
議
し
ま
し
た
。

（
９
月
23
日
開
催
）

　
平
成
27
年
度
末
現
在
本
町

が
所
有
す
る
52
施
設
90
棟
の

建
物
を
対
象
に
実
施
し
た
現

況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、

①
建
築
後
30
年
以
上
経
過
し

た
建
物
が
52
棟
あ
り
、
建
物

の
老
朽
化
が
進
み
、
更
新
・

統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
の

必
要
が
あ
る
建
物
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
②

構
造
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
が
49
棟
と
最
も
多
く
、

鉄
骨
造
が
12
棟
、
残
り
が
木

造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
③

既
に
37
棟
が
耐
用
年
数
を
経

過
し
て
い
る
こ
と
。
④
昭
和

56
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に

伴
う
旧
耐
震
基
準
の
建
物
が

68
棟
あ
り
、
こ
の
う
ち
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
し
た
も
の

は
12
棟
で
あ
る
こ
と
。
⑤
公

共
施
設
等
の
管
理
運
営
に
要

す
る
費
用
は
、
平
成
27
年
度

決
算
ベ
ー
ス
で
約
８
億
1
，

7
0
0
万
円
と
な
る
一
方
、

使
用
料
な
ど
の
収
入
は
約

7
，0
0
0
万
円
と
な
り
費

用
の
約
8
・
6
％
と
な
っ
て

い
る
こ
と
。
⑥
施
設
分
類
ご

と
の
利
用
者
実
績
、
以
上
の

説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
後
は
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
等
を
更
新
す
る

経
費
の
見
込
を
算
出
し
、
全

庁
的
な
取
組
体
制
を
確
立
し

た
上
で
、
計
画
の
期
間
や
施

設
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
を
検
討
し
て
い

く
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

広
域
行
政　
　
　

　
　
特
別
委
員
会

公
の
施
設
等
整
備
調
査

　
　
特
別
委
員
会
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◇湯河原町議会の会議録は、ホーム
　ページで検索・閲覧ができます。

※本会議会議録は、議会終了後おおむね
　３か月で掲載されます。



（
８
月
23
日
開
催
）

○
案
件

●
美
術
館
整
備
計
画
に
つ
い

て
　
７
月
19
日
に
開
催
し
た
本

常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結

果
を
踏
ま
え
、
美
術
館
屋
上

の
防
水
工
事
を
施
工
し
、
現

在
未
利
用
の
部
屋
を
作
品
収

蔵
庫
と
し
て
改
装
す
る
こ
と
。

併
せ
て
平
松
礼
二
画
伯
の
公

開
ア
ト
リ
エ
を
新
規
に
設
け

る
こ
と
に
つ
い
て
工
事
内
容

の
説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま

し
た
。

（
９
月
20
日
開
催
）

○
案
件

●
湯
河
原
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
プ
ラ

ン
の
検
証
（
案
）
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

湯
河
原
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
プ
ラ
ン

の
各
事
業
に
お
い
て
、
事
業

の
進
捗
の
分
析
と
今
後
の
展

望
を
検
証
し
た
結
果
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま

し
た
。

●
保
育
園
の
あ
り
方
に
つ
い

て
　
将
来
的
に
も
継
続
的
な
乳

児
保
育
の
需
要
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
検
討

課
題
と
し
て
、
①
八
雲
・
ま

さ
ご
保
育
園
の
統
合
に
つ
い

て
、
②
保
育
希
望
年
齢
の
低

年
齢
化
や
一
時
保
育
の
充
実
、

延
長
保
育
・
休
日
保
育
等
の

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

い
て
、
③
民
間
事
業
者
の
効

果
的
な
活
用
に
つ
い
て
の
３

点
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

●
湯
河
原
町
交
通
不
便
地
域

解
消
の
検
討
（
案
）
に
つ
い

て
　
平
成
27
年
11
月
に
実
施
し

た
公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
本
町
の
交
通
不
便
地
域

の
解
消
や
公
共
交
通
の
利
便

性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
再
編
に
つ
い
て
地
域
で

合
意
形
成
し
、
地
域
公
共
交

通
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

湯
河
原
町
公
共
交
通
会
議
を

設
置
す
る
こ
と
の
説
明
を
受

け
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

○
主
な
報
告
事
項

●
湯
河
原
町
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
町
で
は
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
る
た
め
、
レ
セ
プ
ト
の

デ
ー
タ
分
析
及
び
そ
の
活
用

に
よ
る
健
康
保
持
増
進
を
目

的
と
し
た
事
業
計
画
の
作

成
・
公
表
・
事
業
実
施
・
評

価
等
の
取
組
を
行
う
予
定
で

あ
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

●
指
定
管
理
者
評
価
結
果
報

告
に
つ
い
て

●
平
成
28
年
夏
季
期
間
中

（
７
月
１
日
〜
８
月
31
日
）

の
災
害
概
況
等
に
つ
い
て

（
９
月
16
日
開
催
）

○
案
件

●
広
域
農
道
小
田
原
湯
河
原

線
に
つ
い
て

　
神
奈
川
県
が
進
め
て
い
る

広
域
農
道
小
田
原
湯
河
原
線

の
整
備
に
伴
う
黄
金
松
農
道

と
の
擦
り
付
け
の
問
題
点
、

黄
金
松
農
道
及
び
町
道
小
道

地
蔵
線
の
降
雨
時
に
お
け
る

出
水
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

●
商
店
街
灯
の
L
E
D
化
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

　
各
商
店
街
が
管
理
し
て
い

る
幹
線
道
路
沿
い
の
商
店
街

灯
に
つ
い
て
、
団
体
の
存
続

自
体
が
厳
し
く
、
維
持
管
理

を
十
分
に
行
え
な
い
状
況
で

あ
る
た
め
、
L
E
D
化
し
電

気
料
金
を
軽
減
し
た
う
え
で
、

順
次
町
へ
移
管
し
、
安
定
的

な
維
持
管
理
を
行
い
観
光
地

と
し
て
の
街
な
み
を
確
保
す

る
予
定
で
あ
る
と
の
説
明
を

受
け
、
審
議
し
ま
し
た
。

○
主
な
報
告
事
項

●
駅
前
広
場
整
備
事
業
に
つ

い
て

　
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
側
の
工

事
が
９
月
末
で
終
了
し
、
10

月
か
ら
は
タ
ク
シ
ー
ロ
ー
タ

リ
ー
側
及
び
中
央
通
路
部
分

の
工
事
へ
と
工
事
個
所
が
切

替
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
町
民
へ
の
周
知
方
法
に

関
す
る
意
見
等
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

●
平
成
28
年
全
国
梅
サ
ミ
ッ

ト
に
つ
い
て

　
梅
を
活
か
し
た
観
光
文
化

の
振
興
と
梅
関
連
産
業
の
発

展
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
全
国
梅
サ
ミ
ッ
ト
が

平
成
29
年
２
月
17
日
、
18
日

の
２
日
間
、
湯
河
原
町
を
会

場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
夏
季
行
事
に

つ
い
て

（
９
月
29
日
開
催
）

　
熱
海
市
と
箱
根
町
と
湯
河

原
町
で
推
進
し
て
い
る
広
域

行
政
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
推

進
事
業
の
経
過
と
平
成
28
年

度
の
事
業
計
画
の
報
告
を
受

け
、
審
議
し
ま
し
た
。

（
９
月
23
日
開
催
）

　
平
成
27
年
度
末
現
在
本
町

が
所
有
す
る
52
施
設
90
棟
の

建
物
を
対
象
に
実
施
し
た
現

況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、

①
建
築
後
30
年
以
上
経
過
し

た
建
物
が
52
棟
あ
り
、
建
物

の
老
朽
化
が
進
み
、
更
新
・

統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
の

　
11
月
４
日
に
埼
玉
県
秩
父

地
域
議
長
会
議
員
９
名
が
、

議
会
活
性
化
の
取
組
み
に
つ

い
て
の
視
察
研
修
の
た
め
に

来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
全
国
で
２
番
目

に
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制

定
し
た
本
町
議
会
へ
「
議
会

基
本
条
例
、
議
会
改
革
、
議

会
活
性
化
等
」
の
視
察
・
研

修
の
た
め
に
全
国
か
ら
多
く

の
団
体
が
来
町
さ
れ
、
本
町

に
宿
泊
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

必
要
が
あ
る
建
物
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
②

構
造
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
が
49
棟
と
最
も
多
く
、

鉄
骨
造
が
12
棟
、
残
り
が
木

造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
③

既
に
37
棟
が
耐
用
年
数
を
経

過
し
て
い
る
こ
と
。
④
昭
和

56
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に

伴
う
旧
耐
震
基
準
の
建
物
が

68
棟
あ
り
、
こ
の
う
ち
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
し
た
も
の

は
12
棟
で
あ
る
こ
と
。
⑤
公

共
施
設
等
の
管
理
運
営
に
要

す
る
費
用
は
、
平
成
27
年
度

決
算
ベ
ー
ス
で
約
８
億
1
，

7
0
0
万
円
と
な
る
一
方
、

使
用
料
な
ど
の
収
入
は
約

7
，0
0
0
万
円
と
な
り
費

用
の
約
8
・
6
％
と
な
っ
て

い
る
こ
と
。
⑥
施
設
分
類
ご

と
の
利
用
者
実
績
、
以
上
の

説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
後
は
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
等
を
更
新
す
る

経
費
の
見
込
を
算
出
し
、
全

庁
的
な
取
組
体
制
を
確
立
し

た
上
で
、
計
画
の
期
間
や
施

設
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
を
検
討
し
て
い

く
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

一般会計補正予算の主な質疑
湯河原町土地開発公社補助金（補助金算定の基礎となる借入利率の見込みについて）
旧町民グラウンド整備事業（工期について）
農道維持管理事業（土地開発公社所有土地を買い戻した理由について）
本丁場農道改良事業（雨水対策工事の概要について）
観光振興事務経費（星空教室in湯河原温泉補助金の事業内容について）
幕山公園整備事業（東屋ステージ床改修工事の工事内容について）
海辺公園管理経費（公園案内板設置工事の工事内容について）

視
察
・
研
修
の
受
け
入
れ

埼玉県秩父地域議長会　（11月４日）

補正予算が決まりました
まちづくり寄附金推進事業費の増額
財政調整基金積立金の増額
まちづくり基金積立金の増額
公共施設等総合管理計画推進基金積立金の増額
旧町民グラウンド整備事業費の増額
八雲・まさご保育園統合事業費の増額
宿泊促進事業費の増額　など
運営準備基金積立金の増額
平成27年度国庫支出金の確定に伴う過年度返還金の
増額　など
浄水センター維持管理事業費の増額
予備費の増額　など
平成27年度国庫支出金、支払基金交付金、県支出金の
確定に伴う過年度返還金の増額　など

前年度繰越金の増額に伴う予備費の増額

前年度繰越金の増額に伴う予備費の増額
真鶴町との飲料水の供給に関する協議書の締結に基づ
く水道料金の減額

一般会計（第３号）
（13億94万6,000円の増額）

国民健康保険事業特別会計（第２号）
（１億8,954万7,000円の増額）
下水道事業特別会計（第１号）
（937万7,000円の増額）

≪保険事業勘定≫
（4,183万1,000円の増額）
≪介護サービス事業勘定≫
（67万5,000円の増額）

後期高齢者医療特別会計（第１号）
（639万4,000円の増額）
水道事業会計（第１号）
（収入において　538万9,000円の減額）

【平成28年９月定例会】

会計名・補正額 概　　　　　　　要

介護保険事業特別会計
（第1号）

No.100 平成28年11月



【
臼
杵
市
】

　

臼
杵
市
が
展
開
す
る
、
地
域
医

療
と
介
護
情
報
の
連
携
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
「
う
す
き
石
仏
ね
っ
と
」

の
事
業
内
容
及
び
そ
の
効
果
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

【
熊
本
市
】

　

熊
本
地
震
の
際
に
お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ

状
況
と
設
置
後
の
課
題
等
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

【
益
城
町
】

　

熊
本
地
震
に
お
い
て
震
度
７
の

地
震
に
２
度
も
見
舞
わ
れ
た
益
城

町
の
被
災
状
況
と
震
災
か
ら
半
年

経
っ
た
復
興
状
況
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

【
さ
つ
ま
町
】

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
と
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
対

策
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

No.100 平成28年11月

日　

時
：
平
成
28
年
10
月
25
日
㈫
〜
27
日
㈭

視
察
先
：
大
分
県
臼
杵
市
、熊
本
県
熊
本
市・益
城
町
、鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町

参
加
者
：
総
務
文
教・福
祉
常
任
委
員
会
委
員　
　

７
人

総
務
文
教・福
祉
常
任
委
員
会
　
所
管
事
務
調
査



【
半
田
市
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
無
料
ア
プ
リ

を
活
用
し
、道
路
の
陥
没
箇
所
等
の

住
民
か
ら
の
情
報
を
収
集
し
、早
期

に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
整
備

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

【
彦
根
市
】

　

美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
と
地

域
通
貨
「
彦
」
の
事
業
内
容
及
び

活
動
実
績
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

【
飛
島
村
】

　

廃
棄
物
対
策
（
不
法
投
棄
に
つ

い
て
）
及
び
下
水
道
の
整
備
と
普

及
状
況
・
普
及
促
進
等
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

【
志
摩
市
】

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
活
用
に
つ
い

て
、
志
摩
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
の

内
容
と
認
定
実
績
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

No.100 平成28年11月

日　

時
：
平
成
28
年
11
月
９
日
㈬
〜
11
日
㈮

視
察
先
：
愛
知
県
半
田
市・飛
島
村
、滋
賀
県
彦
根
市
、三
重
県
志
摩
市

参
加
者
：
環
境・観
光
産
業
常
任
委
員
会
委
員　
　

７
人

環
境・観
光
産
業
常
任
委
員
会
　
所
管
事
務
調
査



No.100 平成28年11月

　

本
会
議
及
び
常
任・特
別
委
員
会
は
、傍
聴
が
で
き
ま
す
。（
本
会

議
の
傍
聴
は
、先
着
20
名
、委
員
会
の
傍
聴
は
、先
着
６
名
で
す
。）

【
受
付
】開
催
日
の
午
前
９
時
か
ら

【
場
所
】第
１
庁
舎
２
階　

議
会
事
務
局

12
月
議
会
日
程

11
月
29
日
㈫　

午
前　

本
会
議
（
一
般
質
問
等
）

　
　

30
日
㈬　

午
前　

本
会
議
（
条
例
・
補
正
予
算
等
）

12
月
２
日
㈮　

午
前　

総
務
文
教
・
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

６
日
㈫　

午
前　

環
境
・
観
光
産
業
常
任
委
員
会

　
　

９
日
㈮　

午
後　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

【
午
前
は
10
時
、午
後
は
３
時
の
予
定
で
す
。】

※
傍
聴
さ
れ
る
方
は
、携
帯
電
話
の
電
源
を
お
切
り
く
だ
さ
い
。

傍
聴
の
ご
案
内

　

今
号
の
紙
面
で
も
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
常
任
委
員
会
の

所
管
事
務
調
査
に
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。他
自
治
体
で
先
進
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
様
々
な
事
業
を
見
聞
き
し
、
今
後
の
湯
河

原
町
の
た
め
に
何
か
一
つ
で
も
役
に
立
て
ば
と
私
達
議
員
は
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
皆
様
の
声
を
お
届
け
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
並
木
ま
り
子　

記
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

村
瀬　

公
大

　

副
委
員
長　

佐
藤　
　

恵

　

委　
　

員　

並
木
ま
り
子　
　

松
井　

一
寿

　
　
　
　
　
　

石
倉　

幸
久　
　

石
井　
　

温

　

箱根駅伝
　予選会で激励

10月15日㈯　素晴らしい秋晴れのもと、
東京立川市で行われた「第93回箱根駅伝
予選会」にて選手激励のため湯河原町よ
り関東学生陸上競技連盟へ「湯河原みか
ん」を贈呈しました。




